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群馬県西部の長野原町には　中央小学校・北軽井沢小学校など４つの小学校があります　応桑（おうくわ）小学校もその一つです　全校児童50名足らずの小規模な学校です
が校舎や体育館はとても立派です　このあたりでは４月に入っても雪が降ることがあります　しかし今年は積もった雪もすっかりとけました　このあとの卒業式・入学式も暖かい
陽ざしの中で行われるといいですね　長野原町の小学校は　今後２校に統合される予定だそうです

これが完成した絵です

１、下絵は対象をよく見て正確に　この校舎は正面から見たので　時計と昇降口を画面
中央に据えました

４、植え込みの灌木　手前の樹木を入れると　少しずつ学校らしくなり　また遠近感も出
てきます

２、空と地面の雪から塗っていきます　いずれも最後に描く雪粒を引き立たせるために　
やや暗めの色にしておきます

５、窓の中に「黄色のパステル」で灯火（窓あかり）を描きました　学校らしい温かい雰
囲気にしたかったからです

３、窓はとりあえず暗く　校舎の色もまずは大雑把に塗ってみます　最初から細部にこ
だわる必要はありません

６、手前の樹木の枝に　白のパステルで雪を積もらせてみました　最後に「修正液」を
使って雪粒を根気強く描けば完成です


